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アイヌ民族博物館だより
TTHHEE AAIINNUU MMUUSSEEUUMM 22000011.. 99.. 3300 NNoo..  4477・・4488（（合合併併号号））

平成13年度夏休み企画

アイヌ民族博物館では、地域の子どもたちにアイヌ文化をより身
近に感じてもらおうと、「親子で楽しむアイヌ工芸教室」（8月12日）、
絵画コンクール「コタンを描こう」（7月25日～8月18日）を実施し
ました。

工芸教室・弓矢づくり 工芸教室・鹿笛づくり

絵画コンクール「コタンを描こう」・表彰式工芸教室・ござ編み



1982年、札幌市街を流れる豊平川の河川敷

で、「アシリチェップノミ」（新しいサケを迎え

る儀式）が復活した。新聞などのメディアは、

100年ぶりにアイヌのサケ儀礼が復活したこと

を大きく報道した。この儀礼の復活は、登別、

旭川、千歳、十勝、白老…と、飛び火するよう

に各地へ広がっていった。今年で20回目を数

えた札幌と、それに続いて儀礼を復活させた登

別、千歳、白老でのサケ儀礼について報告する。

―登別―

名　称：「ペッカムイノミ」

主　催：北海道ウタリ協会登別支部

期　日：2001年9月1日（土）午後1時

会　場：登別川河口（北海道コンクリート工業

登別工場横）

祭　主：飯田昭市（北海道ウタリ協会室蘭支部

支部長）

回　数：第15回

参加費：1,000円（昼食代・ウタリ関係者無料）

助成金：（財）アイヌ文化振興・研究推進機構

この儀礼は当初、「ラオマプカムイノミ」と

称しておこなわれていたが、第11回目から、

「ペッカムイノミ」（川神のまつり）と名称を変

更した。ラウォマプとは、柳などの細枝を編ん

で作った円錐形の「うけ」のことで、マスやサ

ケを捕る伝統的な漁具である。この漁具を用い

た登別のサケ儀礼は、他の地域と異なるものと

して注目された。しかし、11回目からは、ラ

ウォマプによるサケの捕獲をやめ、ペッカムイ

ノミの儀礼のみがおこなわれている。そのため

現在登別では、アイヌが唯一、川でサケを捕る

ことを許可される特別採捕（注）の申請はおこな

わず、祭壇に供えるサケは、登別漁業組合から

提供されたものである。

ペッカムイノミは、地元出身の学者である知

里真志保の論文「アイヌの鮭漁」を参考とし、

室蘭や札幌のエカシやフチたちの協力も得てい

る。また、儀礼で使う道具や作法については、

千歳市在住の野本久栄氏（アイヌ文化アドバイ

ザー）の指導を受けている。

当日の会場には、登別支部青年部により、祭

壇や炉が手際よく整えられた。神に捧げるイナ

ウ（木幣）は、数日前に材料となる柳を採って

きて製作された。ヌサに向かって左から順に、

ヌサコロカムイ（幣の神）、トマリコロカムイ（泊

の神）、ペップトゥンカムイ（川尻の神）、ワッ

カウシカムイ（水の神）、チロヌプカムイ（狐の

神）の五神が祭られている。ヌサを飾る花ござ

は登別支部婦人部の手によるものである。

祭壇は、川側（東側）に設置され、炉との位
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復活したサケ儀礼
―登別・千歳・札幌・白老の事例―

アシリチェプ（初サケ）

登別ペッカムイノミ
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置関係は、屋内での儀礼と同様である。このよ

うに、屋内での儀礼様式をそのまま屋外にもち

だした例としては、札幌のアシリチェプノミが

ある。登別支部がサケ儀礼を復活する際に、札

幌のアイヌの協力を得たため、こうした形が取

り入れられたようである。

儀礼は、司会役をつとめる支部会員によって

進められた。飯田エカシの「オンカミアンナー」

のかけ声で儀礼がはじまり、アペフチカムイ

（火の神）をはじめ、祭壇にまつられている

神々へ、感謝のカムイノミ（神への祈り）が捧

げられた。それに続いて、女性たちによりイチ

ャルパ（先祖供養）がおこなわれた。イヨマレ

クル（酒を注ぐ人）やヌサの神々への祈りを担

当したのは、支部の青年たちである。上武支部

長はあいさつの中で、これまでの取り組みにつ

いて「若い人たちが率先して後を継いでくれる

ようになった」と述べていたが、このように若

い世代が身をもって文化を伝承することが、こ

の儀礼の大きな目的である。

―千歳―

名　称：「アシリチェップノミ」

主　催：北海道ウタリ協会千歳支部

期　日：2001年9月2日（日）午前11時

会　場：千歳市蘭越（名水公園長沼用水取り出

し口）

祭　主：石辺勝行（北海道ウタリ協会千歳支部

支部長）

回　数：第11回

参加費：500円（昼食代・ウタリ関係者無料）

助成金：（財）アイヌ文化振興・研究推進機構

千歳支部では、毎年100尾のサケの特別採捕

申請をおこなってきているが、今年はわずか

17尾しか提供されなかった。これは、サケの

回帰率との関係もあり、「千歳サケのふるさと

館」によると、今年のサケの回帰率は、9月現

在で前年度の40%とのことであった。しかし、

事前に申請がおこなわれている以上、行政側は

それに対応すべく準備をする義務があるはずで

ある。当日になって突然17尾のみの提供にな

ったというのは、行政側の怠慢であるといわざ

るを得ない。アイヌが失った権利のことを考え

れば、たとえ100尾の提供でも少ないのではな

いだろうか。

千歳支部のアシリチェップノミも、札幌のア

イヌの協力により復活したもので、当初は札幌

のやり方が取り入れられた。しかし、地元の古

老たちの記憶と、千歳支部の青年たちによる伝

統儀礼の掘り起こしにより、しだいに千歳のや

り方が確立していった。

今年のアシリチェップノミの祭主は、石辺支

部長がつとめた。司会役による解説の後、祭主

による開会の祈りがおこなわれた。石辺氏は、

はじめての祭主とのことであったが、それを感

じさせない、すばらしいカムイノミであった。

川下（東側）に設置された祭壇には、ワッカウ

シカムイ（水を司る神）、シリコロカムイ（大地

を司る神）、コタンコロカムイ（村を司る神）

の三神が祭られている。祭壇と炉の位置関係は、

登別と同様である。

千歳川での伝統的なサケ漁は、丸木舟を操っ

てマレク（鈎銛）でサケを突くのだが、今年も

千歳支部の男性が、17尾という少ない中から

見事にアシリチェプ（初サケ）を捕らえた。サ

ケが祭壇に供えられ、全員によるカムイノミが

捧げられた。それに続いて、女性たちによるイ

チャルパがおこなわれた。昼食後には歌や踊り

が披露され、最後に全員で輪になって踊り、第

11回目の千歳のアシリチェップノミが終了し

た。

千歳のサケ儀礼は、はじめの頃は外部からの

協力を得ていた。しかし、支部文化部の青年た

ちが中心となって、カムイノミや道具づくりの千歳アシリチェップノミ
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勉強会を重ね、現在では外部から祭主を招くこ

となく、自分たちで儀礼をおこない、文化を伝

えていこうとしていることに、大きな意義があ

る。

―札幌―

名　称：「アシリチェップノミ」

主　催：札幌アイヌ文化協会・アシリチェップ

ノミ実行委員会

期　日：2001年9月15日（祝）午後1時

会　場：豊平川西河川敷

祭　主：豊川重雄（札幌アイヌ文化協会会長）

回　数：第20回

参加費：500円（昼食代・ウタリ関係者無料）

助成金：（財）アイヌ文化振興・研究推進機構、

北海道、札幌市

この儀礼を復活させた中心人物である結城庄

司（第一回アシリチェップノミ実行委員長）は、

アイヌ文化の復興とサケの漁業権の復権を求め

て、アシリチェップノミを復活させることを訴

えた。これに対して全道各地のアイヌが賛同し、

特に、エカシやフチたちの協力なくしては、こ

の儀礼の復活はあり得なかった。

今年で20回目の節目をむかえたアシリチェ

ップノミは、毎年豊平川の河川敷でおこなわれ

ているが、アシリチェプとして供えられるサケ

は、石狩川で獲ったものである。

今年、特別採捕が許可された500尾は、祭主

の豊川エカシが中心となり、石狩川河口付近で、

儀礼の数日前から刺し網漁による捕獲が続けら

れてきた。この漁はエンジン付きの船によるも

のであるが、初日の漁の前には石狩川でカムイ

ノミをおこなって、漁の安全と豊漁を祈願した。

捕られた初サケは火の神にアシリチェプとして

供えられ、カムイノミがおこなわれた。この儀

礼は一般には公開されていないが、これが伝統

的なアシリチェップノミに近い形のものであろ

う。そして、ここから運ばれてくるサケによる

豊平川でのアシリチェップノミは、多くの人々

にアイヌとサケの伝統的な関わりを紹介すると

ともに、アイヌのサケ漁の復権を目指す上で大

きな役割を果たしている。ずっと祭主を続けて

来ている豊川エカシも「食べるくらいのサケは

自由に捕らせて欲しい」と語っていた。

当日は増水のため、マレクによるサケ漁はお

こなわれなかったが、300人ほどの参加者が集

まり、例年どおりの盛大なカムイノミがおこな

われた。川側に設けられた祭壇には20の神々

が祭られたが、このなかには、これまでに儀礼

に関わってきたエカシたちが祭った神々も含ま

れている。儀礼のあとには、女性たちによりイ

チャルパがおこなわれた。また会場では、札幌

ウポポ保存会や、アイヌアートプロジェクト

（代表：結城幸司）の若者たちによる、歌や踊

りも披露された。

―白老―

名　称：「ペッカムイノミ」

主　催：北海道ウタリ協会白老支部

期　日：2001年9月22日（土）10時30分

会　場：ウヨロ川河畔

祭　主：新井田幹夫（当館伝承課課長）

回　数：第13回

イチャルパ（札幌）

札幌アシリチェップノミ



参加費：無料

助成金：（財）アイヌ文化振興・研究推進機構、

白老町

白老では1989年の第一回から、「しらおいチ

ェプ祭」の事業の一環として「ペッカムイノミ」

をおこなってきている。この「しらおいチェプ

祭」は、北海道ウタリ協会白老支部が中心とな

り、白老アイヌの伝統的なサケ利用文化の伝承

と町民に対する啓発活動を目的としてはじまっ

たイベントであった。しかし、ペッカムイノミ

などの伝統行事を支部が担当したのは、最初の

数回のみであり、その後は現在に至るまでアイ

ヌ民族博物館がおこなってきている。

今年の「しらおいチェプ祭」の会場は、白老

町の意向もあり、従来の白老港から「アイヌ文

化伝承の里・ポロトコタン」に移された。現在

町は、国のアイヌ施策のなかで進められている

「アイヌ民族文化公園」（仮称）の誘致活動をお

こなっている。ポロト地区には、アイヌ民族博

物館とその他の観光施設があり、町としてはこ

の地区の活性化を図るためにも、国の施設誘致

を必要としている。そのような背景のなかで、

この地区へのアイヌ文化事業の一元化が図られ

たのである。

しかし、ペッカムイノミに関しては、これま

でどおり白老港付近のウヨロ川でおこなわれ

た。ウヨロ川は、町内でサケが最も多く遡上す

る川であり、昔から白老アイヌの重要な漁場で

あった。白老のサケ儀礼については、犬飼哲夫

による詳細な記録が残されており、それらを参

考にしながら地元の古老の協力も得て、現在の

サケ儀礼が復活した。

当日はまず、アイヌ民族博物館のポロチセ

（伝統家屋）で、火の神様に「ペッカムイノミ」

をおこなうにあたっての祈りが捧げられた。そ

の後、会場をウヨロ川河畔に移し、祭壇や炉が

設置された。祭壇は川の下流方向に立てられ、

向かって左から順に、トマリオルンカムイ（入

江の神）、チワシコロカムイ（河口の神）、ペッ

プトゥンカムイ（川下の神）、ペテトクンカム

イ（川上の神）、ケマコシネカムイ（キツネの

神）の五神が祭られた。祭主の「オンカミアン

ナー」のかけ声により儀礼がはじまり、カムイ

ノミがおこなわれた。

しかし、北海道ウタリ協会白老支部から儀礼

に参加したのは、支部長をはじめ数名のみであ

り、その他の会員は、新しいポロト会場の方で

サケなどの海産物やビール販売の準備におわれ

ていた。白老支部がこのような祭りを開催して

独占的にサケを販売できるのは、アイヌとサケ

の伝統的な関わりが背景にあるためであり、伝

統的なアイヌ文化をおろそかにした祭りの発展

はありえない。

―おわりに―

現代に生きるアイヌにとって、サケ儀礼の復

活により、サケとの伝統的な関わりを再認識す

る機会を得たことの意義は大きい。しかし、こ

の儀礼が復活した背景には、アイヌ文化の復興

とサケの漁業権を求める運動があったはずであ

る。儀礼をただ継承していくだけではなく、そ

れをとおして何を目指していくのかを、アイヌ

自らも今、問い直す必要があるのではないだろ

うか。

注）特別採捕とは、アイヌが伝統的なサケ儀礼

をおこなう際、北海道が儀礼用としてサケの

採捕を許可するもので、今年は、千歳で100

尾、札幌で500尾の採捕許可数となっている。

（野本正博）
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しらおいチェプ祭



学芸員課程の開設大学が増加するなか、当館

にも道内外から博物館学芸員実習の希望があ

り、平成13年度は8月20日～同月31日までの

12日間、3名の実習生を受け入れた。

実習は主に、アイヌ文化、博物館の活動を中

心に日常業務や各担当職員の専門分野について

学習、実務をおこない、実習期間中に平取町で

開催された北海道博物館協会学芸職員部会研修

会にも参加した。

今後の実習受入や実習内容など、当館におけ

る学芸員実習のあり方の参考にと、実習生には

博物館実習レポートを提出していただいた。

博物館実習を終えて

北海道教育大学札幌校　前園　亜希子

アイヌ民族博物館での実習で最も強く感じた

のは、「人」が中心となって成り立っている博

物館だということである。そして、そのような

博物館で実習させていただけたことを、大変嬉

しく思っている。

他の博物館とは違い、伝承保存活動の一環と

して、展示のみならず、チセを屋外に作り、観

客がそれを体で感じる。また、更にそのチセの

中での講話や、国の重要無形民俗文化財である

アイヌ古式舞踊の実演や刺繍、彫刻、ムックリ

製作、調理等の体験学習を行う。当然ながらそ

れは「演じる人」と「観る人」、または「教え

る人」と「体験する人」、その双方がいて初め

て成り立つものであるが、そのことこそ人の記

憶に残り、アイヌ文化を理解する上で最も大切

なことの一つではないかと考える。展示品を視

覚的にとらえることしかできなければ、アイヌ

民族はその人にとって「リアル」ではなくなる

だろう。しかしもっと立体的な、体で感じる

「文化」であれば、たとえそれが昔の家（チセ）

や昔の食べ物（オハウ）であっても、少なくと

もそれらと自分の現在の時間の流れとを共に合

わせて考えることにつながるのではないだろう

か。そのような体験から、現在またはこれから

のアイヌ民族のあり方について考えるきっかけ

にもなると思う。

また、こうした「自分たちの手で作り上げる」

博物館でありながら、同時に他の博物館、民族、

研究者など、様々な人との関わりが深く、その

中で幅広い活動がなされていることも見逃せな

い。つまり、私はこうしたありとあらゆる方面

の人との関わりが積極的であるということを感

じたのである。偏った分野の資料を取り扱う博

物館であるほど、この博物館のように他方面と

のつながりを重視すべきだと考える。そしてこ

のことは博物館という大きなものに限らず、対

人との関わりについても同じことが言えるので

はないだろうか。偏った人生ではなく、他者と

の関わりの中で自分以外のものの見方、考え方

を吸収しながら、自分自身を成長させていきた

い。私はこの２週間でそのことの大切さを学ん

だ。

北海道教育大学札幌校　長谷川　麻衣

博物館実習を終えて、まず感じることは、学

校で指定されている博物館ではなく、自分の希

望していた博物館で実習をすることができて、

本当に良かったということです。私がここで良

かったと感じる理由のひとつに、私たちの担当

をしてくださった方々の魅力が挙げられます。

この12日間で、たくさんの人から色々な話を

聞き、いくつもの新しい考え方を知ることがで

きました。学芸員の仕事の多様性に始まり、そ
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学芸員実習の受入について



れだけにとどまらず、博物館のこれから、アイ

ヌを取り巻く環境、それに対して周りがどう関

わってゆくことができるかなど、いままで触れ

ることのなかった多くの問題を知り、考えるき

っかけになりました。

その中でも特に影響を受けた考えは、「アイ

ヌの人たちが自分自身で文化を取り戻し、また、

これからのアイヌが進むべき方向を考え、進ん

でいかなければならない。それを、私たち和人

が手助けし、ともに作り上げていくものだ。」

という考えです。しかし、今まで私は、そうい

ったことは、お互いの手を借りていくものであ

ると当然のように思ってきました。そのため、

ここの博物館に来て、アイヌの人たちが自らの

手で行ってゆくべきだという考えを持つ方々に

出会えたことや、実際にそういった考えを持っ

た方々の周りで実習ができたことは本当に良か

ったと思います。まだ、現実には様々な問題が

ありますが、これから10年先、20年先なりの

アイヌ民族博物館がどうなっているのかとても

楽しみです。

にもかかわらず、まだまだ、私たちの、周り

の意識が薄すぎると思うのです。これは、道博

協学芸職員部会研修会（平取）に参加した時に

も強く感じられました。研究発表の場面で、伝

統芸能を扱っているにもかかわらず、アイヌの

古式舞踊に関してはほとんど情報や知識がない

という現状を垣間見てしまったからです。確か

に、この研修会が平取で行われ、アイヌに対し

ての誤った見解を述べてはまずいということも

あったでしょう。しかし、本州から入ってきた

舞踊に対しては説明や映像があっても、アイヌ

古式舞踊に対してはほとんどないということ

は、発表者、個人の責任ではなく、もっと深い

部分に問題があると私は思います。それこそ、

アイヌを取り巻く環境を変えていかなければな

らない、周りの意識が改善されていくようなア

プローチが求められていると思うのです。

そのためには、何ができるだろう。今、何が

悪くて、どう変わっていかなければならないの

か。こういったことを考えたときに、実習を終

える前の私ならほとんど思いつかなかったでし

ょう。しかし、この実習を通して、アイヌを取

り巻く環境に関しては、自分が考えていた以上

に様々な方向からのアプローチの方法があるこ

とにはじめて気づきました。例えば、芸術・音

楽・舞踊・料理・言語・歴史・教育など、実に

様々な方向からの取り組みができます。その中

でも、やはり、真剣になって聞いてしまったの

が、自分の好きなこと、興味のある分野のこと

で、特に、料理・芸術・教育に関してはそうで

した。東京に、アイヌ料理専門店があるという

話を聞いては、想像をふくらませ、スミソニア

ンで行われたアイヌ展での現代美術の展示の話

を聞いては、驚き、道内のアイヌ教育の現状に

は、深く考えさせられました。

実習中は、友達といつも一緒にいたこともあ

ってか、家に帰ってからも色々と話題になるこ

とが多く、話しているうちにどんどん話がふく

らんでいって面白かったことを覚えています。

同じ問題について考えていても、人によって見

る視点も、興味も違うのでなるほどと思うこと

がたくさんありました。アイヌ料理の専門店に

はぜひ行ってみたいし、いままで分からないと

避けていた現代美術（アイヌのアーティストに

限らず）にも目を向けてみたいと思います。ま

た、札幌に帰った後は、教師になる友達が今後

どういったアイヌ教育を進めていくのかとても

興味があります。

２週間という短い期間でしたが、たくさんの

方と出会い、大変貴重な体験をすることができ

ました。ありがとうございました。今後は、今

回の実習で得たこと、感じたことを忘れずに、

実際に自分で見たり触れたりして次のステップ

に進めていきたいと思います。そして、これか

ら出会う新しい経験や考え方につなげていきた

いと思います。

群馬県立女子大学　西尾　久美子

わたしは卒業論文をアイヌ文様について書こ

うと決めていたこともあってアイヌ民族博物館

での博物館実習を希望しました。学芸員になる

ための勉強ももちろんですが、アイヌの文化、
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特に芸術について、本を読むだけでは学べない

ことを知る機会が得られるのではないかと考え

たためです。

実際、児玉マリ先生や本田優子先生をはじめ

とする学芸課の方々からさまざまな分野に関す

るお話を伺うことができたこと、そして写真で

しか見たことのなかった資料を実際の目で見

て、指で触れることができたことは、これまで

本で読むことだけが唯一の研究方法だったわた

しにとってすばらしい経験になったと思いま

す。実際に見て、触れて、初めて気づくことや

疑問に思うことがたくさんありました。

しかし同時にこれらの経験は自分自身の勉強

不足を思い知る要因にもなりました。卒業論文

のために一年以上研究をしてきた衣装や文様に

ついても、またそれ以外のアイヌの文化、言語、

歴史、そして現在アイヌの置かれている立場に

ついても、わたしはあまりにものを知りません

でした。言語や歴史について言えば、勉強をす

る必要はそれほどないとみなしていたといって

もいいかもしれません。アイヌの衣装に強いあ

こがれを持ち、その文様について研究するつも

りだったわたしは、その分野のみ勉強すればそ

れでいいと考えていたからです。

本田先生は講義の中で「アイヌの文化だけを

学ぶのではなく、文化と歴史をせめて半分ずつ

学ぶべき」というふうにおっしゃっておられま

した。それはどういうことでしょうか。わたし

はこの実習期間に学芸課の方々からお話を伺う

なかで「アイヌを学ぶ」ということについてず

いぶん考えさせられました。文化は目に見える

物質的な部分と目には見えない精神的な部分と

で構成されていて、それらは歴史の中で担い手

の置かれる環境の変化に伴ってさまざまにあり

方を変えてゆくものです。だからアイヌの文化

の目に見える部分だけを追い求め、その背景に

ある歴史や内側にある精神的な文化から目をそ

らしたのでは、文化の本質を捉えることは出来

ないのだと思います。

アイヌ民族博物館での博物館実習はわたしに

とってすばらしい経験となったのと同時に、文

化とは何か、ということについて、また「アイ

ヌを学ぶ」ということについてきちんと考える、

あるいは考え直すべき課題をたくさん与えてく

れたように思います。今後与えられた課題と向

き合い、自分なりの考えを導き出してゆけたら、

と思います。

最後になりましたが、ご多忙にもかかわらず

わたしたち実習生のためにお時間をさいてさま

ざまな手ほどきをしてくださった学芸課の方々

をはじめ、このような貴重な機会を与えてくだ

さったアイヌ民族博物館の職員の皆様に心より

お礼申し上げます。
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アイヌ民族博物館新刊紹介

『伝承記録5 虎尾ハルの伝承　鳥』

静内地方の伝承者、虎尾ハル氏（1902-1991）
の聞き取り調査記録から、鳥に関する伝承及び口
承文芸を収録。口承文芸は音声資料（CD）を添付
した。志賀雪湖（千葉大学非常勤講師）が編集を
担当。
2001年2月28日発行。B5判、149頁。ＣＤ

（71分）付き。（財団法人アイヌ文化振興・研究推
進機構出版助成事業）

『アイヌの衣服文化』（増補版第二刷）

平成３年９月１日から同年９月30日まで開催さ
れた第８回企画展の図録。同展で展示した北海道

各地に所在するアイヌ衣服99点をカラー写真で紹
介。児玉マリ「アイヌ民族の衣服」を付す。
1991年9月1日初版、2001年3月31日増補

版２刷発行　B5判81頁。フルカラー。（財団法人
アイヌ文化振興・研究推進機構出版助成事業）

『アイヌ民族博物館研究報告　第7号』刊行

・姉帯正樹・村木美幸・安田千夏・南　収「アイヌ
民族の伝承有用植物に関する調査研究（第６報）
白老ウペウ考」
・本田優子「川上まつ子アイヌ語文例集」
・安田千夏「児玉コレクション『キケウシパスイ』
について」
2001年6月30日発行。B5判、102頁。（白老

町社会教育事業補助事業）
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◆◆博物館短信◆◆

1日 ●月初カムイノミ（当館ポロチセ）
2-3日●（財）アイヌ文化振興・研究推進機構主催

「第13回アイヌ民族文化祭」古式舞踊出演
（白老民族芸能保存会事業。伊達市＝18名）

3日 ●台湾原住民資料受贈（絵ハガキ１冊・ショ
ルダーバッグ１点、邱　汝娜・台湾行政院
原住民委員会社会福利所所長／タペストリ
ー１点・聖書１冊、迪巴恩布農社區文化訪
問團）

29日 ●アイヌ民具資料受贈（編み袋１点、芦沢ヤ
エ氏＝平取町）

1日 ●年初カムイノミ（当館ポロチセ）
14日 ●アイヌ民具資料受贈（刀身１点、横関吉

郎＝札幌）
21日 ●松浦武四郎記念館「アイヌ伝統舞踊体験教

室」講師派遣（白老民族芸能保存会事業、
三重県三雲町＝村木美幸、高橋志保子）

25-27日●「ロシア・アイヌ資料の総合調査研究」
資料整理派遣（千葉市＝村木美幸）

31日 ●「ポロト地区活性化検討会議」出席（白老
町＝山丸和幸理事長他）

1日 ●月初カムイノミ（当館ポロチセ）
2日 ●日胆地区高校養護教諭研究会（当館映像展

示室＝講師：村木美幸）
3日 ●静内町郷土館講座「アイヌの霊送り―イヨ

マンテを中心に」講師派遣（静内町＝秋野
茂樹）

4日 ●松浦武四郎記念館「アイヌ伝統舞踊体験教
室」講師派遣（白老民族芸能保存会事業。
三重県三雲町＝村木美幸、高橋志保子）

6日 ●臨時理事会（山丸和幸理事長、水上正司事
務局長＝退任、木村直樹理事長＝就任）

15日 ●退職＝秋野茂樹（学芸課長）
●臨時評議会（和田輝雄専務理事＝退任、野
村義一理事、加藤忠理事、舟橋滋理事＝就
任）

16日 ●臨時理事会（舟橋滋専務理事、野本勝信常
務理事＝就任）

19日 ●就任（出向）＝久慈幸男事務局長・総務課

長事務取扱（白老町産業経済課主幹）
20日-3月31日●旭川市博物館企画展「削る、刳る、

彫る～アイヌ男性の手仕事と技」資料貸出
（民具資料等27点）

22日 ●「アイヌ文化活動アドバイザー派遣事業」
講師派遣（埼玉県立和光国際高等学校＝野
本正博）

24-26日●松浦武四郎記念館「武四郎祭り」出演
（白老民族芸能保存会事業。三重県三雲町＝
職員12名＋保存会会員2名）

28日 ●『伝承記録5 虎尾ハルの伝承　鳥』刊行
（B5判149頁、CD付き）

1日 ●月初カムイノミ（当館ポロチセ）
14日 ●「ロシア・アイヌ資料の総合調査研究」総

括会議派遣（静内＝児玉マリ）
18-22日●国立民族学博物館第3回国際シンポジウ

ム「オセアニアにおける博物館と先住民」
発表派遣（大阪＝野本正博）

22-23日●「全日本郷土芸能協会指導者研修会」出
席（白老民族芸能保存会事業。東京＝村木
美幸）

27日 ●新就業規則、給与規程、労使協定書調印
（4月1日より発効）

30日 ●理事会・評議員会（平成12年度事業計画第
三次変更案及び収支予算書第三次変更案の
承認、平成13年度予算・事業計画の承認等）

31日 ●『アイヌの衣服文化』（増補版第二刷）刊行
（B5判81頁、フルカラー）

1日 ●月初カムイノミ（当館ポロチセ）
●辞令交付　伝承課長・新井田幹夫（伝承課
解説係長）、学芸課主幹（学芸係長事務取
扱）・村木美幸（学芸係長）、伝承課解説係
長・熊野薫（伝承課解説係）、伝承課伝承係
長・野本三治（伝承課解説係）、総務課総務

１２　月

１　月

３　月

２　月

４　月



係・山丸悦子（伝承課長）、総務課総務係・
山丸郁夫（伝承課長補佐）、伝承課伝承係・
久保紀子（定期職員）、同・河岸麗子（同）、
総務課総務係・上河由紀（臨時職員）、学芸
課庶務係・伊藤栄子（伝承課伝承係）
●夏季営業体制（4 月～ 10 月，開館時間
8:00～17:00）

10日 ●大阪人権博物館第50回特別展『描かれた
「異国」「異域」』資料貸出（絵画資料17点）

12日 ●体験学習館建設予定地の整地に伴うカムイ
ノミ（祭主＝新井田幹夫）

20日 ●印炳善・韓国生活史博物館館長一行来館
●財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
「アイヌ文化再現マニュアル作成企画委員
会」出席（札幌＝野本正博）

24日● 博物館展示場監視カメラ交換
25日● チプサンケ（舟下ろしの儀式）

1日 ●平成13年度ポロト地区安全祈願祭（白老観
光商業協同組合と共催。当館コタンコロク
ル像前、祭主・新井田幹夫）

5日 ●ウタリ協会白老支部「イヌイット文化交流
会」開催（当館ポロチセほか＝カナダ・ヌ
ナブット準州から20名来館。文化セミナー
同時開催）

8日 ●体験学習館着工
12日 ●『伝承記録5 虎尾ハルの伝承　鳥』刊行

に伴う虎尾氏遺族への挨拶方（静内＝村木
美幸、志賀雪湖）

17日 ●エプソン会古式舞踊公演（札幌＝12名）
23日 ●「アイヌ文化振興等施策推進北海道会議」

出席（札幌＝村木美幸）
24日 ●全日空ウエスタンクラブ古式舞踊公演（千

歳＝8名）
30日 ●平成13年度第一回理事会・評議会（平成

12年度事業報告・決算等）

1日 ●月初カムイノミ
2-3日●「白老牛肉祭り」職員派遣（3名）
11日 ●「中国広州テレビ局視察団歓迎会」出席

（登別＝3名）
13日 ●第1回博物館事業検討会議（久慈幸男事務

局長他、職員13名）
18日 ●聞き取り調査（平取町＝本田優子、村木美

幸）
19日 ●第2回博物館事業検討会議

●体験学習館仮供用開始
28日 ●第3回博物館事業検討会議
30日 ●『アイヌ民族博物館研究報告　第7号』刊

行（B5判102頁）

1日 ●月初カムイノミ（当館ポロチセ）
1-26日 ●文部省・国立教育会館社会教育研究所主

催「平成13年度博物館職員講習」受講（東
京＝野本正博）

4日 ●聞き取り調査（平取町＝本田優子）
6日 ●平成13年度第1回アイヌ文化教室「口承文

芸の夕べ」（当館ポロチセ＝講師：本田優子、
口演：木村イト氏・壁岸ヤナ子氏、参加者
：31名）
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５　月

６　月

７　月



7日 ●「白老小学校古式舞踊講座」講師派遣（白
老町＝6名）

8日 ●カナダ・ケネル市代表団来館（スティー
ブ・ワレス市長他28名）

10日 ●白老町・ケネル市姉妹都市盟約20周年記念
事業「カナダ・日本文化交流会」古式舞踊
公演（白老町＝14名）

11日 ●体験学習館完成（木造平屋建 190 平米、
180人収容）

16日 ●「だて噴火湾縄文フェスタ」チセ展示作業
職員派遣（伊達市＝塩田知治、山丸郁夫）

16日-8月3日●「だて噴火湾縄文フェスタ」資料貸
出（民具資料7点）

18日 ●第40回北海道博物館大会参加（倶知安町＝
久慈幸男事務局長以下７名）

19日 ●体験学習館完成祝賀会（理事・評議員・職
員等47名）

19日-9月3日●旭川市博物館第27回企画展「北の
民　樺太でくらしたアイヌの人々」資料貸
出（民具資料他9点）

21-22日●「第16回石神火祭り」ムックリ製作体験
講師派遣（森田村＝松永八重子以下3名）

27日 ●丸形郵便ポスト園内設置。
28日 ●「だて噴火湾縄文フェスタ」古式舞踊公演

（伊達市＝15名）／同・チセ展示撤去作
業・職員派遣（塩田知治、山丸郁夫）

1日 ●月初カムイノミ（当館ポロチセ）
3日 ●「第18回北海道大学アイヌ納骨堂イチャル

パ」出席（札幌＝久慈幸男事務局長、山丸
郁夫）

4-6日●平成13年度文部省科学研究「ロシア、アイ
ヌ資料の総合調査研究」研究会派遣（稚内
市＝村木美幸・児玉マリ）

5日 ●平成13年度第2回アイヌ文化教室「鹿笛を
作ろう」開催（講師：枡谷隆男・札幌篠路
高等学校教諭、参加者：47名）

8日 ●第4回博物館事業検討会議
10日 ●「アイヌ文化振興等施策推進北海道会議」

出席（札幌＝村木美幸、傍聴：久慈幸男事
務局長）

12日 ●アイヌ民族博物館親子で楽しむアイヌ工芸
教室「ゴザ編み、鹿笛・弓矢作り」（体験学
習館＝講師：野本正博、松永八重子他、参
加者：27名）

17日 ●アイヌ民族博物館先祖供養祭（ポロチセ＝
全役職員）

18-19日●道委託事業「アイヌ工芸品展示会」ムッ
クリ製作・演奏体験講師派遣（札幌＝岡田
恵介、倉部テル子）

18日 ●アイヌ民族博物館絵画コンクール「コタン
を描こう」表彰式（体験学習館＝応募総数
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49点）
20-31日●博物館実習生受入（3名）
23日 ●北海道教育委員会訪問（札幌市＝木村直樹

理事長、舟橋滋専務、久慈幸男事務局長）
24日 ●千葉大学科研グループ来館（佐々木利和氏

他）
25日 ●仙台市教育長一行来館
27日 ●台湾行政院原住民委員会文化園区陳管理局

長他３名来館
27日 ●東京国立歴史民俗博物館一行来館
30日 ●「平成13年度北海道博物館協会学芸員職員

研修会」参加（平取町＝村木美幸、博物館
実習生3名）

1日 ●月初カムイノミ（当館ポロチセ）
●ウタリ協会登別支部「ペッカムイノミ」参
加（登別市＝野本正博）

2日 ●ウタリ協会千歳支部「アシリチェプノミ」参
加（千歳市＝野本正博）

12日 ●平成13年度第2回理事会・評議員会（各種
規定の改定、第一次事業計画・予算変更等）

15日 ●札幌アイヌ文化協会「アシリチェプノミ」参
加（札幌市＝野本正博）

20日 ●胆振教育局初任者研修受入（講師：本田優
子他）

21-22日●平成13年度第3回アイヌ文化教室「アイ
ヌ語を学ぼう」（講師：中川裕・千葉大学教
授、参加者：のべ80名）

21-23日●アイヌ語研究グループ「パルンペ」チセ
宿泊研修（中川裕氏以下8名）

22日 ●ウタリ協会白老支部「ペッカムイノミ」参

加（白老ウヨロ河畔＝祭主：新井田幹夫以
下13名）

22-23日●「しらおいチェプ祭」伝統漁法・ムック
リ製作体験協力（白老町＝5名）

25日 ●聞き取り調査（静内＝安田益穂）
27日 ●台湾行政院文化建設大臣一行来館

平成13年度の主な役職員体制

理 事 長 木村直樹（会社役員、白老町議会議員）
専務理事　舟橋　滋（元白老町教育長）
常務理事　野本勝信（会社役員、北海道ウタリ協会

白老支部長）
事務局長・総務課長事務取扱　久慈幸男（白老町総

務課参事＝出向）
伝承課長　新井田幹夫
学芸課主幹・学芸係長事務取扱　村木美幸
特別学芸員　児玉マリ
特別学芸員　本田優子
学 芸 員 野本正博

年間入場者数
平成12年度
4月 11,837 10月 51,502
5月 29,488 11月 22,489
6月 42,481 12月 14,740
7月 35,119 1月 13,948
8月 30,368 2月 16,211
9月 40,715 3月 9,494

計 318,392
（前年比 ▲87,718）

平成13年度
4月 11,852 （前年比15）
5月 30,613 （同1,125）
6月 46,362 （同3,881）
7月 35,372 （同253）
8月 28,078 （同▲2,290）
9月 34,147 （同▲6,568）

半期計 186,513 （同▲3,495）
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